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Fig. 1. X-ray-induced scintillation spectra 

of Nd, M-codoped BaF2 (M = Er, 
Tm, Y, and Lu). 
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比例計数管は大面積かつ安価な放射線検出器の作製が容易な点で優れているが、ガンマ線検出

においては検出効率の低さが課題となる。これを解決する手段として、1980 年代後半から 1990

年代にかけて、真空紫外（VUV）光に感度を有するテトラキス-ジメチル-アミノエチレン（TMAE）

等の有機物系ガスを充填した比例計数管と、VUV 領域の波長で発光するシンチレーター（VUV

シンチレーター）を組み合わせた検出器 [1, 2] が提案された。しかしながら、当時 VUV シンチ

レーターの本命として研究された Nd添加 LaF3は、Nd3+の 5d-4f遷移に由来する極めて短いシンチ

レーション減衰時定数を有する反面、BGOや NaI:Tlのような可視光発光シンチレーターと比べて

発光量が大幅に低かったため、このような検出器は未だに実用化されておらず、発光量の向上に

向けた基礎検討が必要な状況であった。そこで、これまでに我々は広い濃度範囲で希土類元素の

添加が可能な母材として BaF2に着目し、共添加の効果を検討してきた。サンプルは、多種の添加

濃度のものが必要だったため、簡便な自発的溶融結晶化（spontaneous melt crystallization）法によ

って作製し、X線誘起 VUV発光スペクトルを測定し、Nd, Er共添加 BaF2 [3]、Nd, Tm共添加 BaF2 

[4]、Nd, Y共添加 BaF2 [5]、Nd, Lu共添加 BaF2 [6]におい

て Nd濃度を固定し、Er, Tm, Y, Luを共添加した場合、Nd

単独添加よりも高強度の Nd3+由来の VUV 発光が得られ

る場合があることがわかっている。本発表では、これら

の共添加 BaF2サンプルの VUV 発光強度を比較した結果

を報告する。Fig.1 に示すように Lu > Y > Tm, Erの順に高

強度の VUV発光が得られている。詳細は当日報告する。 
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